
１．はじめに

　情報検索（��������	��
����	�
���
��）は、蓄積さ

れた情報の中から特定の情報を探し出す行為であり、

一般的にはコンピュータに蓄積されている特定の情

報を検索する意味に使われています。図書館のオン

ライン閲覧目録が普及した現在、多くの人が日常的

に情報検索を使うようになりました。

　最近の情報技術の発達により、情報検索は、利用

者、地理、メディア、システム、索引語（利用者か

ら見れば検索語）、にわたって大きな広がりを見せ

始めており、本日はこれらの情報検索の広がりの動

向と学際研究の可能性について私の考えをお話申し

上げたいと思います。

　最近の情報検索に最も影響を与えている情報技術

はインターネットであります。情報検索は、通信回

線により遠隔地の情報を利用するオンライン情報検

索の時代を経て、手元にある������の中の情報

を利用するオンディスク情報検索が一般的になりま

したが、現在はインターネットを経由する情報検索

に移行しつつあります。

　インターネットの本質は、自立・分散・協調と言

われており、各々自立した情報源が、世界中に分散

し、それらがお互いに結びついている状況を表して

います。その結果、誰でも、何時でも、何処でも、

情報を発信し、利用できるようになりました。これ

までは情報の発信者は選ばれた一部の人々に限られ

ていましたが、インターネットにより、すべての人

が情報の発信者と利用者になることができるように

なりました。

　インターネット情報は、印刷物の時代とは比較に

ならない速度で増加しており、今後はさらに加速さ

れると予測されます。第２次世界大戦後の研究者の

増加による出版物の増加現象は「情報爆発」と呼ば

れましたが、現在の状況をいち早く予見した未来学

者のトフラー（��������		�
�）は、これを「情報過

剰」（�����������	�
�����
）と言い表しています。１）

ま た、こ れ を 受 け て ウ ル マ ン（��������	�
��

������）は こ の よ う な 状 況 を「情 報 不 安」

（�����������	��
����）と表現しています。情報不安

とは、われわれが知らなければならないと思うこと

と実際に知っていることとの落差があまりにも大き

い状況を示しています。２）

　これらは、客観的な情報の増加を示しているので

はなく、実際に情報を使う人の心理的な側面を表し

ており、現在では、サーチエンジンによりインター

ネット情報を検索している多くの人々が日常的に体

験していることであります。

　このような状況の中で、米国図書館協会は、１９８９

年に情報リテラシーに関する会長委員会の最終報告

をまとめ、情報を使う能力、すなわち情報リテラシ

ーの育成支援を図書館サービスの最高理念としまし

た。それによると、情報リテラシーとは、①情報要

求の認識（���������	
���	�����
�����	��	������）、②

情報の探索（��������	
�������	）、③情報の評価

（����������	
��
����	）、④情報の効果的利用（����

�����������	�
�	������	���
�����
�）の能力です。３）

　この報告を受けて、米国学校図書館員協会は具体

的な「生徒の学習のための情報リテラシー基準」４）

をまとめ、米国大学図書館協会も詳細な「高等教育

のための情報リテラシー能力基準」５）を発表しまし

た。わが国においても、京都大学や慶応義塾大学の

ように情報リテラシー教育を大学の正規の教養科目

として位置付けた大学も現れました。情報リテラシ

ーは、授業の過程の中で育成されると考えられてい

ますので、教員と図書館員の連携・協力が重要であ

ります。情報過剰の時代には「情報の評価」の能力

が重要になりますが、本日は「情報の探索」を中心

にお話しいたします。

２．学術研究と学術情報

　現在、わが国では教育改革が進行し、初等中等教

育においては、来年４月から新しいカリキュラムに

よって授業が行われることになっています。この発

端は１９９６年に出された中央教育審議会の『２１世紀を

情報検索の広がりと学際研究の可能性

１７

�

倉　橋　英　逸　

情報検索の広がりと学際研究の可能性

●講 ●演 ●記 ●録 



展望した我が国の教育の在り方について（中央教育

審議会第一次答申）』でありますが、これを受けて

１９９８年に大学審議会から『２１世紀の大学像と今後の

改革方策について―競争的環境の中で個性が輝く大

学―（答申）』６）が出され、新しい時代の大学のあ

り方が示されました。

　この時点では国内の大学間競争が想定されていま

したが、その後の世界の変化は著しく、２年後の

２０００年に再び大学審議会から『グローバル化時代に

求められる高等教育の在り方について（答申）』７）

が出されました。「グローバル化」の原因はインタ

ーネットであり、この答申によりインターネットに

よる非対面の非同時学習も単位として認められ、国

際的な大学間の競争の時代に入りました。

　大学の国際的競争力においては、これからは教育

の比重が一段と高くなりますが、それを支える学術

研究の高度化も重要になります。学術研究の構成要

素は、研究テーマ、学術情報、研究成果であり、研

究アイデア⇔情報の収集⇔研究と成果、という研究

過程の中で情報の収集は大きな比重を占め、情報過

剰の時代には情報検索の能力が特に重要になると思

います。

３．情報検索の広がり

　従来の情報検索は基本的には個別に蓄積された情

報を個別のシステムにより個別に検索する行為でし

たが、最近の情報技術の急速な発達により、次のよ

うに情報検索の可能性が広がりました。

�　利用者の広がり

　以前の情報検索は、接続時間と検索件数による利

用料金を徴収しており、高額であったために情報検

索の専門家であるサーチャーによる代行検索が主流

でありましたが、������データベース、インタ

ーネットの普及とユーザフレンドリーなインターフ

ェースの発達により、一般利用者であるエンドユー

ザの検索が一般的になりました。これにより情報検

索の人口は爆発的に増加しました。

�　地理的な広がり

　これまでも遠隔地にある個別のデータベースを電

話回線などにより検索することはできましたが、利

用性に問題がありました。インターネットの普及に

より、世界の有料・無料のデータベースに容易にア

クセスできるようになり、情報検索における地理的

な障害は一挙に解決されました。�

�　メディアの広がり

　以前は、印刷物の書誌を主体とする紙メディアが

主流でありましたが、電子メディアによる２次情報

データベースが急速に増加しました。２次情報の電

子メディアは������などのパッケージ系電子メ

ディアとインターネットなどのネットワーク系電子

メディアがあり、現在は前者から後者に移行しつつ

あります。

�　検索システムの広がり

　これまで個々のデータベースは各々異なった検索

システムを使用していたので、利用者はデータベー

スごとに検索方法を習得しなければなりませんでし

た。しかし、異なる検索システムの検索論理を相互

に変換するＺ３９．５０というソフトウェアの開発によ

り、利用者は一つの検索システムを習得すれば、そ

の検索システムを通じて他の検索システムのデータ

ベースも同様に検索できるようになりました。また、

検索された書誌レコードから電子化された原文献に

も直結し、直ちに求める文献を読むことが可能にな

り、今後はこれらの電子ジャーナルが急増すると予

想されています。

�　索引語の広がり

　これまでもデータベースの主題検索として、著者

名や書名の用語以外に主題を表す専門用語を意味論

的に整理したシソーラスなどが使われていましたが、

インターネット情報をより正確に検索できるように

工夫されたメタデータによる情報検索が実用化され

つつあります。

　以上のように最近の情報検索はその可能性を飛躍

的に高めており、本日はこのうち、①Ｚ３９．５０によ

る複数データベースの横断検索、②シソーラスによ

る主題検索、③引用索引による主題検索、④メタデ

ータによる���情報の主題検索、の動向を要約し、

それらによる異分野間の横断検索の動向について考

察したいと思います。

４．Ｚ３９．５０による横断検索

　Ｚ３９．５０は異なった検索システムの検索論理を変

換するソフトウェアであります。この名称は、米国

の情報関係規格の標準を決める国家情報標準機構

（���������	�
���������
����������������������	
��）

の５０番目の規格であることから、名付けられました。

　情報検索システムは、各データベースごとに検索

方法が工夫されており、一見複雑に見えますが、そ

の原理はトランケーションと論理演算の二つであり
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ます。トランケーションは、検索に用いる用語を語

幹とそれ以外の部分に分け、検索を効率化する方法

であり、語幹とそれ以外の部分の使い方により、完

全一致、前方一致、後方一致、中間一致、中間任意、

があります。論理演算は、複数の検索語の組み合わ

せ方法であり、論理積（���）、論理和（��）、論

理差（���）、の３種類がありますが、これらは算

数の掛け算、足し算、引き算に相当します。

　各データベースの検索方法はこれらの原理に基づ

いているので、一つのデータベースの検索論理を他

のデータベースの検索論理に変換することは原理的

には難しいことではありません。Ｚ３９�５０の仕組み

は次のようになっています。

　クライアント（利用者）側の検索論理は、まずＺ

３９．５０に送られ、あらかじめＺ３９．５０に設定されてい

る変換プログラムによりサーバ（検索対象データベ

ース）側の検索論理に変換され、検索対象データベ

ースに転送されて、それを検索します。次にサーバ

側で検索された結果は、一旦Ｚ３９．５０に送られ、ク

ライアント側の形式に変換されてクライアントに送

られます。８）

　現在、このＺ３９．５０を実装している日本の図書館

は東京工業大学附属図書館など数館あり、実際に検

索サービスを提供しています。

　東京工業大学付属図書館では、図１のように学内

外のデータベースをＺ３９．５０により一元的に検索で

きるようになっており、利用者は一つの検索システ

ムの検索方法を理解すれば、他のデータベースを同

じように検索できるだけではなく、異なる多くのデ

ータベースを指定して、それらをあたかも一つのデ

ータベースのように検索することもできます。９）

　他方、海外に目を向けると、米国議会図書館

（���������	�
����
�����
）では、そのオンライン閲

覧目録（���������	��
��

����
�����������
）の検

索方法により、米国の数多くの図書館の目録を検索

できるようになっています。１０）

　米国では図書館の目録を共同で作成するための書

誌ユーティリティが発達しましたが、これらの複数

の書誌ユーティリティ間の互換性がないために、

各々の書誌レコードを相互に利用できませんでした。

この問題を解決するために１９７９年に米国議会図書館

と書誌ユーティリティ間のシステム接続計画

（��������	
����
������）が実施され、その結果Ｚ

３９．５０が生まれました。

　したがって、もともと各書誌ユーティリティ間の

書誌レコードの相互利用を目的としていたので、図

書館間の入力形式の異なる書誌レコードの相互利用

に有効であります。これが情報検索にも応用される

ようになり、今後、日本の図書館でも多く採用され

ることが期待されます。利用者はこの技術により、

これまで個別に検索しなければならなかった多種

類・多分野のデータベースを一元的に検索すること

が可能になりました。

５．シソーラスによる情報検索

　情報検索では、文献に書かれている著者名や書名

などの書誌的事項から検索する以外に、文献の主題

を表す索引語を文献の書誌的事項に付与して、より

正確に主題検索ができるようにしています。このよ

うな検索の手段として、図書館は主題を表す用語を

収集し、それらを意味論的に整理した件名標目表を

充実してきました。この件名標目から蔵書を検索で

きるように件名目録を利用者に提供してきました。

　情報検索の時代になり、主題を表す用語の意味論

的な関係をさらに厳密にする必要が生じ、シソーラ

スが開発されました。シソーラスは、用語の意味論
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↑↓（転送）�



的な関係を、①等価関係（���������	�
������
�����）、

②階層関係（�����������������	�
����
）、③連合関係

（�����������	
��������
��）に整理しています。利用者

は、用語の関係をたどりながら、適切な用語を選ん

でデータベースを検索することができます。具体的

には、等価関係は���と��（��������）、階層関係

には��（�����������	）と��（�����������	）、連合

関係には��（����������	
）という記号を用語と用

語の間において、用語の意味論的な関係を明確にし

ています。

　シソーラスの国際標準である����２７８８『文書管理

－単一言語シソーラスの作成と開発のための指針』

（��������	�
����
�
���
����������������������	
���
��

����������	
��
�����
�����
�������
）の第２版では、

「シソーラスとは、用語の概念と概念との間の先験

的な関係（たとえば、広義語や下位語として）が明

確になるように公式に組織化された統制索引言語の

語彙」と定義しています。１１）

　現在、日本でもっとも充実しているシソーラスは

『�����科学技術用語シソーラス』であります。こ

れは�����科学技術文献ファイル等のデータベース

である「�����ファイル」の索引語であるディスク

リプタに適用され、優先語のディスクリプタと参照

語の非ディスクリプタと合わせて、４０万語以上を集

録する本格的なシソーラスであります。情報検索に

使う索引語（ディスクリプタ）の意味論的な関係を、

等価関係、階層関係、連合関係に整理しており、利

用者はこれにより適切なディスクリプタを選んで検

索することができるようになっています。１２）

　これらの科学技術文献のデータベースはインター

ネット上で検索できるようになっていますが、残念

ながら『�����科学技術用語シソーラス』自体はイ

ンターネット上で利用することはできません。もし、

このシソーラスがインターネット上で利用できるよ

うになれば、本体のデータベースの利用率が格段に

高くなると思います。

　インターネット上で利用できるシソーラスとして

は、『��������	
��
	�日本語版』１３）があります。

これは米国医学図書館が開発した『医学件名標目

表』（��������	
����
������������	�）を使用してい

ます。名称は件名標目ですが、内容的には完全にシ

ソーラスになっており、インターネット上で自由に

使うことができます。利用者はこれにより適切な医

学用語を選び、必要な文献を正確に検索し、その文

献そのものも注文できるようになっています。この

ほ か に、���������	
�
���
���
���	������������１４）や

��������	
���
��������������
����

����１５）、などのシ

ソーラスもインターネット上で自由に利用すること

ができます。

　このように専門分野のシソーラスは充実していま

すが、知識全般を扱う主題検索のシソーラスとして

は、『基本件名標目表』、『米国議会図書館件名標目

表』などがあります。これらは従来の図書館の件名

標目表をシソーラス化したものであります。

　『基本件名標目表』（��������	
����
�����������
）

第４版（１９９９）は、件名標目と参照語を合わせて

１０，０００件以上あります。これも名称は件名標目表で

すが、内容はシソーラスになっています。各図書館

の オ ン ラ イ ン 閲 覧 目 録（���������	��
��

����

���������	
��）も件名検索が可能になりつつある

ので、利用者による件名検索が増大することが期待

されます。しかし、多くの����は件名標目表その

もののオンライン利用をサポートしていないので、

利用者にとっては件名標目を探す負担が大きく、ま

た、件名標目の数も少ないので、研究用にはあまり

利用されていないのが実態であります。

　『国立国会図書件名標目表』（���������	�
�����
�
��

��������	�
��
��������	）第５版（１９９１）は、件名

標目と参照語を合わせて、２０，０００件以上あり、���

よりははるかに多くの件名が収録されています。

�����はインターネット上の『国立国会図書館

��������』の件名検索にオンラインで利用できる

ようになっていることは高く評価できますが、まだ、

シソーラス化されておりません。現在、学際的な研

究指向も高まりつつあるので、知識全体の検索をめ

ざす�����の利用を普及させるためには、件名標

目数の増加とシソーラス化による内容の精緻化が必

要であります。

　『米 国 議 会 図 書 館 件 名 標 目 表』（���������	�

���������	
���
��������������	�）第２４版（２００１）

は、米国を代表する件名標目表であり、件名標目と

参照語を合わせて７０万件以上あり、他に類を見ない

詳細な件名標目により、世界の図書を集録した米国

議会図書館の����を多角的に主題検索することが

できるので、その重要性を増しています。これも

１９８６年からシソーラスの形式を採用しています。

　����は、現在のところインターネット上で利用

することはできませんが、冊子体および������

版では利用できますので、この件名標目を使って、

たとえばインターネット書店の������のデータベ

図書館フォーラム第７号（２００２）
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ースを検索すると、書名の用語による検索と比較し

て、３～４倍の図書を検索することができます。現

在、多くの分野のデータベースを総合した情報検索

サービスを提供する事業がいくつか進行しています

が、これらの主題検索の手段として、����が利用

される例も出てきています。今後、多分野のデータ

ベースを横断検索することができるようになると、

各専門分野の用語の定義の差が問題となりますので、

知識全体の用語を総合的に整理した����のような

シソーラスの重要性が増大すると予想されます。図

２は����の検索画面です。

　知識全体を扱うデータベースを検索する典型はイ

ンターネットのサーチエンジンであります。この中

では、さまざまな分野の人がさまざまな用語をさま

ざまな意味で使っているので、同じ用語で検索して

も、同じ主題の情報が出てくるとは限りません。こ

の場合、さまざまな分野の用語の意味論的な関係を

総合的に整理したシソーラスがあれば、より正確な

情報検索ができると思います。

　この事例として、兼松コミュニケーションズが一

般用語約２０万語の『シソーラス辞書検索』１６）をイン

ターネット上に無料で提供していましたが、現在は

中止しています。サーチエンジンは、基本的には

���ページに用いられる用語による非統制語検索で

あり、���ページは今後急速に増加すると予想され

るので、その検索効率を高くするためには、それら

の用語の意味論的な関係を確認できるこのような一

般用語のシソーラスの重要性が高くなると思います。

６．引用索引による情報検索

　引用索引については、先ほどクロビス（�����

������）さんから、���（���������	�
��）に関連す

る将来計画について詳細な説明がありましたので、

要点のみをお話しします。引用索引は、通常の書誌

が著者・書名や主題を表す言葉で検索するのとは異

なり、文献と文献の引用関係を利用して主題検索す

るユニークな索引データベースであります。

　引用索引の原理は、書誌結合（����������	�
�

��������）と共引用（�����������）です。書誌結合と

はある文献を引用した文献は引用された文献と同じ

主題を扱っており、共引用とはある文献に引用され

た複数の文献は互いに同じ主題を扱っているという

理論であります。したがって、ある優れた研究がそ

の後どのように発展したかを追跡するためには、そ

の文献を引用した文献を追跡すればよいことになり

ます。特定の学術雑誌についてこの追跡作業を行う

ことは可能でありますが、多数の学術雑誌にまたが

ってこの作業を行うことは容易ではなく、まして他

の分野の学術雑誌について調査することは不可能に

近い作業です。

　この調査を容易にするために作られた引用索引が、

�����������	��
������
（科学技術・自然科学）、�������

�����������	��
������
（社 会 科 学）、���������

���������	
����
（人文科学）、です。これらの引用

索引に収録される学術雑誌は数千に及び、それらの

学術雑誌は収録する論文が引用される数によって選

択されます。これらの引用索引に収録される文献と

その引用文献の書誌レコードはすべてコンピュータ

に入力されます。

　これらの引用索引は、１９６０年代と１９７０年代に創刊

されました。当初は冊子体の年刊出版物として刊行

されましたので、利用者の文献調査は各分野ごとに

各年ごとに検索しなければなりませんでした。しか

し、現在の���（���������	�
��）は、各分野（３

分野）ごとの検索も、全分野にまたがる検索もでき、

１０数年分の書誌レコードを一度に検索することが可

能になりました。

　現在、関西大学図書館のホームページから���

を検索できるようになっており、図３の���の検

索画面の中の「����������	」（引用回数）は書誌結

合に対応する文献であり、「����������	�
���」（引用

文献）は共引用に対応する文献であります。これに

より多分野にまたがる文献の主題検索をすることが

容易になり、学際的な研究環境が整ったということ

ができます。

　なお、���は、基本的には引用索引であります

が、書名の用語（キーワード）やディスクリプタ

（主題を表す言葉）からも検索が可能であり、現在

情報検索の広がりと学際研究の可能性
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図２　米国議会図書館件名標目表の検索画面



はまだ限定的でありますが、検索の結果、その原文

献の電子ジャーナルを読むことができます。１７）

７．メタデータによるインターネット情報の検索

　メタデータとは「データについてのデータ」と定

義されており、図書館の目録もメタデータの一種で

あります。近年、図書館界では利用者に直結する情

報サービスを重視し、間接サービスである目録法な

どに対する関心が薄れていましたが、インターネッ

トの時代となり、再び図書館の目録が脚光を浴びる

ようになりました。

　世界のインターネット情報は、２００１年の段階です

でに１６億ページを越えたと言われており、これまで

インターネットの検索はサーチエンジンの独壇場で

ありました。サーチエンジンは、一部人手により作

成された統制語を検索するディレクトリ型もありま

すが、基本的には���ページ上のタイトルや本文の

用語を自動的に収集して、それを索引語とする非統

制語により検索するロボット型が中心です。

　非統制語は、コンピュータによって文献のタイト

ルや著者名を自動的に収集して索引語にすることが

できるので、網羅性と最新性が得られますが、自動

的に作成された索引語間の意味論的な関係付けと文

献の質的な評価ができないという欠点があります。

したがって、サーチエンジンによって���ページの

系統的な情報検索ができないことと、検索結果が玉

石混交であるという特徴があります。

　今後、世界で発信されるインターネット情報は幾

何級数的に増加すると予想され、これらの大量のイ

ンターネット情報を効果的に検索する手段として、

サーチエンジンは限界があると考えられるようにな

りました。この問題に対し、世界の図書館界は、玉

石混交のインターネット情報を評価して、それらを

メタデータによって検索することにより対処しよう

としています。

　メタデータは、検索対象の情報についての２次的

なデータであります。従来の図書館の目録は図書館

だけで使われていることと、データ構造が複雑過ぎ

るという欠点がありました。目録という用語はさま

ざまな分野の���ページが共存するインターネット

情報の検索手段の呼称としては相応しくないと考え

られ、すべての分野にも受け入れられる名称として、

メタデータが使われるようになりました。

　インターネットが普及し始めた１９９５年に米国オハ

イオ州ダブリンにおいて、図書館、美術館、博物館、

コンピュータ科学、などの専門家が集まり、特定の

分野を越えたインターネット情報の書誌的記述と検

索のための「コア・メタデータ」として「�������

���������	����
����
�����」（通称ダブリン・コア）

が提案されました。

　ダブリン・コアは、将来インターネット情報の作

成者が自ら「コア・メタデータ」を付与することが

期待されているので、必要最小限度の１５要素が提案

されました。ダブリン・コアの要素（�������）は、

①タイトル、②作者、③主題、④記述、⑤出版者�、

⑥寄与者、⑦日付、⑧タイプ�、⑨フォーマット、

⑩識別子、⑪情報源、⑫言語、⑬関係�、⑭範囲、

⑮権利、であります。

　ダブリン・コアによるインターネット情報の組織

化を実用化している機関は米国の����（�������

��������	
���
��	������）の����（���������	�


����������	
�����
����	�）です。����はかねてか

らインターネット情報の組織化の実験プロジェクト

によりシステム開発を進めてきましたが、２０００年７

月から����として実用の段階に入りました。現在、

４５０館以上の図書館が参加してダブリン・コアによ

るメタデータの作成を行っており、２０００年７月現在、

ダブリン・コアの形式による書誌レコードが１０万件、

図書館目録の形式による書誌レコードが７．４万件作

成されています。

　米国議会図書館は従来の図書館目録の入力形式で

ある機械可読目録（��������	��
�����
�����������

����）によってインターネット情報を組織化しよ

うとしてきました。しかし、����では、機械可読

目録（����）とダブリン・コア（��������	
�）の

いずれのフォーマットによってもメタデータを作成

することが可能であります。����の各フィールド

の内容は英米目録規則によって規定されますが、

��������	
�は形式規則であって、英米目録規則の

図書館フォーラム第７号（２００２）
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図３　WOS（Web of Science）の検索画面



ような内容規則ではないので、参加機関が各々規則

を決める必要があります。��������	
�の形式によ

って作成される書誌レコードは自動的に����形

式に変換されるので、参加館はメタデータに作成し

た書誌レコードを����フォーマットとしても利

用できます。

　このメタデータは関西大学図書館のホームページ

にある����の���������	
から利用できます。

����の���������	
には「����������	�」、「���」、「��������」、

「��������」の検索窓口がありますが、����によっ

て作成された��������	
�メタデータの書誌レコー

ドは「��������」から検索できます。検索方法は

「�����」、「��������」、「������」の３種類が用意さ

れています。前２者はメニュー方式であり、後者は

コマンド方式です。これによって検索したメタデー

タ図４の中の「����������	
��」のホットリンクをク

リックすると直ちに求めるインターネット情報の原

文献が表示されます。１８）

　本来��������	
�メタデータは、目録の専門家で

はないインターネット情報の作成者自身が作成する

ことを前提としていましたので、文献の同定に必要

な最低限の１５要素を決めましたが、図書館界からは

目録規則や典拠体系がないことに対して批判があり

ました。これに対して��������	
����
���
�����
��
���

は任意の修飾子（���������）によって対処しようと

しました。図４の事例からも分かりますように、書

誌レコードの内容にデューイ十進分類法（������

��������	��

�������
�����	）や議会図書館件名標目

表（����）などをメタデータの項目として使用し

ています。

　デューイ十進分類法や議会図書館件名標目表は知

識全体を扱う分類体系やシソーラスとして開発され

てきましたが、多分野を総合したデータベースであ

るインターネット情報を検索する統制語として利用

されることになり、図書館が開発してきた主題検索

のツールがインターネット時代にも十分通用するこ

とが証明されたということができます。

　これにより、多くの分野にわたる評価されたイン

ターネット情報を一元的に正確に検索できるように

なり、学際的な研究に資することが可能になりまし

た。

　日本においてもこのような事業を早急に実現する

ことが望まれますが、そのためには分類表や件名標

目表が膨大なインターネット情報の数に耐えうるよ

うに、さらに精緻化する必要があります。

８．学際研究の可能性

　ブラッドフォード（����������	
��）は、ある分野

の主題についての文献の３分の１は核となる少数の

学術雑誌に収録され、次の残りの３分の１は核とな

る学術雑誌の�倍の学術雑誌に含まれ、残りの３分

の１は核となる学術雑誌の�２に比例するという法

則を発表しました。この法則は現在でも十分通用し、

ある主題の文献を網羅的に検索するためには如何に

多くの学術雑誌を調査しなければならないかを示し

ています。１９）

　現在、インターネット上では、通常の����の

���ページの他に、���（��������	
���	����）による

学術情報の発信が行われていますが、カリフォルニ

ア電子図書館（����������	
������	
������）は、研究

者が学術研究の成果を自ら出版できる仕組みとして、

電子印刷サーバー（��������	��
��）によるｅ出版イ

ニシアティブ（��������	�
	���）を推進しており、今

後ますますインターネット上の学術情報は増加する

と予想されます。

　近年の情報技術の急速な発達により、紙メディア

と電子メディアの学術情報を検索する方法として、

システムの異なるデータベースの横断検索、メディ

アの異なるデータベースの横断検索、異分野データ

ベースの横断検索、全分野データベースの検索、な

どが可能となり、これまで困難であった異分野のデ

ータベースを総合的に検索することが容易になりま

した。これは多分野（����������	��
��
）情報検索と

言うこともできると思います。

　学際研究とは「諸科学の協力による研究」２０）と定

義されており、社会の急激な変化と複雑化により、

その解明のために今後ますます重要になると予想さ

れますが、各分野の研究の方法と評価などの価値観

の違いも克服しなければなりません。藤垣裕子は

情報検索の広がりと学際研究の可能性
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図４　OCLC CORCのメタデータ



“学際研究遂行の障害と知識の統合：異分野コミュ

ニケーション障害を中心として”の中で、学際研究

の実態を、①提言をまとめて解散、②価値観の並列、

③共通の価値観、の３段階に分けて、学際研究の遂

行が如何に難しいかを分析しています。２１）

　学術研究のコミュニケーションは、大きく分けて、

研究者間のコミュニケーションと研究者と文献間の

コミュニケーションに分けられると思います。前者

は非常に大きな困難を伴いますが、後者は比較的容

易であります。多分野情報検索が容易になった現在、

学際研究は、まず後者の異分野の文献とのコミュニ

ケーションから始めることが現実的であると考えら

れます。これにより他の分野の研究に対する価値観

も受け入れやすくなると思うからです。

９．おわりに

　ブルックス（������������		
��）は情報と知識と

の関係を次のように示しています。

　Ｋ〔Ｓ〕＋⊿Ｉ＝Ｋ〔Ｓ＋⊿Ｓ〕

（Ｋは知識、Ｓは構造、Ｉは情報、⊿は修正効果）

既存の知識構造（Ｋ〔Ｓ〕）に新しい情報（⊿Ｉ）

が加わると、新しい知識構造（Ｋ〔Ｓ＋⊿Ｓ〕）に

変化することを示しています。２２）

　しかし、私はこのモデルをあえて次のように変更

したいと思います。

　Ｋ〔Ｓ〕ｘ�⊿Ｉ＝Ｋ〔⊿Ｓ��＋�⊿Ｓ�〕

なぜならば、通常の情報が付加された場合は、既存

の知識体系に新しい知識が付加されるだけですが、

異分野の優れた情報に出会った場合は、足し算では

なく、掛け算になり、既存の知識構造が全面的に変

化すると思われるからであります。

　今後、新しい独創的な研究は異分野の研究との出

会いにより生まれる可能性が高く、そのためには異

分野の情報を容易に検索できることが重要です。そ

のような情報環境が整いつつある現在、学際研究の

可能性が高くなったと言うことができます。

　このような学際研究を遂行するためには、特定分

野の情報検索ではなく、多分野の情報検索に通じた

図書館員の役割が重要になってきます。そのために

は、図書館員は、多分野のデータベースを検索する

情報検索システムやサーチエンジンの技術を身につ

け、知識全体にわたる分類表やシソーラスに精通し、

全分野のデータベースやインターネット情報の構造

を熟知して、研究者に対する情報サービスをさらに

推進する必要があると思います。
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（����������）

６）大学審議会『２１世紀の大学像と今後の改革方策

について―競争的環境の中で個性が輝く大学―

（答申）』１９９８�１０�２６�������������	
����
����

　　��������	
��
�
���
�	���（����������）

７）大学審議会『グローバル化時代に求められる高

等教育の在り方について（答申）』２０００�１１�２２�

　　������������	
����
������	
�������������������	�

　　��������		

	
����
�（����������）

８）上田修一『Ｚ３９�５０の可能性と問題点』

　　������������	
�	��
�����������
���������

　　����������	
（����������）

９）東京工業大学附属図書館『東京工業大学電子図

書館（���）』�����������	�
��
	�
����	
�	�����
�����������

���������	�
����（���������）
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１１）����������	��
�������
���	���	�����������������	
����

図書館フォーラム第７号（２００２）
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１２）『�����科学技術用語シソーラス』������１９９９

年版��科学技術情報事業本部��１９９９�

１３）�������『��������	
��
	�日本語版�����検

索』�����������	�
��
�������������
���������

　　����������（����������）

１４）��������	�
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������	��������	�
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　　�����������（����������）
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　　������������	
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　　������������	
�（����������）

１６）兼松コミュニケーションズ『シソーラス辞書検

索』����������	
���
���������������（����������）

　　現在は、言語工学研究所『シソーラス（類語）

検 索 サ イ ト』������������	
�	�

�������（������

�����）として再開されている。

１７）関西大学図書館『���������	�
��〔学内のみ；同

時アクセス５台〕』������������	
��

����
������

　　���������	
�	��
��	����������
���（����������）

１８）関西大学図書館『���������	
���
�〔����〕学

内のみ』������������	
��

���
�������
��
���

　　�����������	�
���
�������（����������）

１９）ブラッドフォード��������上田修一訳“特定主題

についての情報の情報源”�『情報学基本論文集

Ⅰ』勁草書房��������������	�
��

２０）赤松秀明『学際研究入門：超情報化時代のキー

ワード』コスモトゥ－ワン�������������

２１）�藤垣裕子“学際研究遂行の障害と知識の統合：

異分野コミュニケーション障害を中心として”

『研究技術計画』����������	����
������
����������

２２）�������������	�
����岡沢和世［ほか］訳“情報学

の基礎－そのⅠ－哲学的側面”『ドクメンテー

ション研究』���������	���
��
�����
��
�����

������������（文学部教授　くらはし　えいいち）

����������������������������

「関西大学図書館����������	�
���導入記念セミナー」（平成１３
年９月２７日開催　関西大学図書館ホール）での講演「情報検
索の広がりと学際研究の可能性」の内容を修正のうえ掲載。
����������������������������

情報検索の広がりと学際研究の可能性

２５


